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二
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五
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経
済
学
の
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昔

物
語

　

開
発
経
済
学
は
、

開
発
途
上
国
の
置
か

れ
た
環
境
の
変
遷
に

応
じ
て
、
変
化
を
遂

げ
て
き
た
。
戦
後
、

東
西
冷
戦
に
対
し
て

多
く
の
開
発
途
上
国

は
「
第
三
世
界
」
の
立
場
を
取
り
、
市
場
経

済
の
み
な
ら
ず
計
画
経
済
に
も
一
定
の
理
解

を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
五
カ
年
計
画

を
作
成
し
、
政
府
の
ビ
ッ
グ
・
プ
ッ
シ
ュ
に

よ
っ
て
、
経
済
が
貧
困
の
罠
か
ら
抜
け
出
す

こ
と
を
期
待
し
た
。
ビ
ッ
グ
・
プ
ッ
シ
ュ
を

裏
付
け
る
複
数
均
衡
は
、
外
部
性
に
よ
っ
て

説
明
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
六
〇
～
七
〇

年
代
に
、
当
時
は
小
国
（
経
済
）
と
み
な
さ

れ
て
い
た
韓
国
や
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

香
港
が
、
海
外
の
需
要
に
応
え
る
（
輸
出
）

こ
と
で
所
得
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
と
、
国
際

経
済
学
が
開
発
経
済
学
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
末
の
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ

ク
以
降
、
開
発
途
上
国
の
公
的
債
務
が
か
さ

ん
で
く
る
と
、
国
際
金
融
論
が
開
発
経
済
学

に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
そ
し
て
規
制
緩
和
、

民
営
化
と
い
っ
た
公
共
経
済
学
の
視
点
が
導

入
さ
れ
た
。
ま
た
、

一
九
八
五
年
の
プ
ラ

ザ
合
意
以
降
、
日
本

円
を
始
め
と
す
る
東

ア
ジ
ア
の
通
貨
が
切

り
上
げ
ら
れ
、
同
地

域
の
ド
ル
建
て
所
得

が
上
昇
す
る
と
、
こ

の
地
域
の
典
型
的
企

業
の
同
族
経
営
や
経
済
主
体
の
長
期
的
関
係

を
説
明
す
る
た
め
に
、
ゲ
ー
ム
理
論
が
応
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ

ら
地
域
で
進
行
し
て
い
た
技
術
革
新
や
技
術

移
転
を
説
明
す
る
た
め
に
、
経
済
成
長
理
論

が
援
用
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
二
一
世
紀
に
入
る
と
、
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標
や
貧
困
削
減
戦
略
書
（
Ｐ
Ｒ
Ｓ

Ｐ
）
等
に
成
果
主
義
が
導
入
さ
れ
、
目
標
達

成
の
成
否
や
援
助
の
効
果
の
有
無
を
判
断
す

る
た
め
に
、
ミ
ク
ロ
計
量
経
済
学
が
重
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
開
発
経
済
学
は
、
時
代
の
要

請
と
共
に
変
化
し
て
き
た
。
換
言
す
れ
ば
開

発
経
済
学
は
、
開
発
途
上
国
の
開
発
の
あ
り

方
に
規
定
さ
れ
て
、
拡
大
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
今
後
の
開
発
途
上
国

が
直
面
す
る
課
題
を
先
取
り
す
る
こ
と
が
、

未
来
の
開
発
経
済
学
に
求
め
ら
れ
る
。

未
来
の
開
発
経
済
学

　

近
未
来
に
お
い
て
、
国
際
開
発
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
か
。
当
然
、
環

境
問
題
は
喫
緊
の
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
。

今
年
九
月
に
、
国
連
が
主
導
し
て
達
成
を
試

み
て
い
た
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
が
、「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
」（Sustainable D

e-
velopm

ent G
oals

）
に
よ
っ
て
置
き
換
え

ら
れ
る
こ
と
も
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

を
よ
り
促
進
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

は
、
多
く
の
開
発
途
上
国
が
豊
か
に
な
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
ひ
と
つ
の
極
と
し
て
、
世
界
経

済
の
な
か
で
大
き
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
貿
易
・

投
資
・
金
融
・
技
術
と
い
っ
た
側
面
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
要
性
を
増
そ
う
。

　

こ
れ
ら
の
観
点
を
反
映
し
、
一
九
九
七
年

に
初
め
て
出
版
さ
れ
た
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

の
『
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
開
発
経
済
学
』
は
、

二
〇
一
五
年
、
第
３
版
と
し
て
新
た
に
編
集

さ
れ
た
。
貧
困
、
格
差
と
い
っ
た
課
題
を
正

面
に
据
え
［
第
１
部　

開
発
と
人
間
］、
そ

れ
ら
が
解
消
さ
れ
て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
経

済
成
長
、
貿
易
・
投
資
・
技
術
革
新
）
を
紹

介
し
［
第
２
部　

開
発
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
］、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
能
動
的
に
引
き
起
こ
し

て
い
く
戦
略
や
政
策
に
つ
い
て
議
論
し
た

［
第
３
部　

開
発
へ
の
取
り
組
み
］。
以
下
が
、

同
書
の
構
成
で
あ
る
。

第
１
部
　
開
発
と
人
間

第
一
章
・
貧
困
と
不
平
等
（
高
橋
和
志
）、

第
二
章
・
二
重
構
造
と
労
働
移
動
（
寳
劔
久

俊
）

第
２
部
　
開
発
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

第
三
章
・
経
済
成
長
（
山
形
辰
史
）、
第
四

章
・
人
的
資
本
（
伊
藤
成
朗
）、
第
五
章
・

貿
易
（
石
戸
光
）、

第
六
章
・
海
外
直
接
投
資
（
田
中
清
泰
）、

第
七
章
・
技
術
（
鍋
島
郁
）、
第
八
章
・
産

業
連
関
（
猪
俣
哲
史
・
孟
渤
）、
第
九
章　

制
度
（
湊
一
樹
）

第
３
部
　
開
発
へ
の
取
り
組
み

第
一
〇
章
・
貧
困
削
減
戦
略
（
高
橋
和
志
）、

第
一
一
章
・
政
府
開
発
援
助
（
山
形
辰
史
）、

第
一
二
章
・
農
村
金
融
（
塚
田
和
也
）、
第

一
三
章
・
マ
ク
ロ
経
済
安
定
化
（
国
宗
浩

三
）、
第
一
四
章
・
経
済
統
合
（
黒
岩
郁
雄
）、

第
一
五
章
・
環
境
（
小
島
道
一
）、
第
一
六

章
・
障
害
（
森
壮
也
）

未
来
の
「
開
発
」
と
は
？
「
貧
困
」
と
は
？

　

交
通
手
段
の
発
達
に
よ
り
、
緊
急
支
援
物

資
が
届
き
や
す
く
な
っ
た
の
で
、
現
代
で
は

ど
ん
な
開
発
途
上
国
に
お
い
て
も
、
慢
性
的

栄
養
失
調
は
あ
る
に
せ
よ
、
飢
饉
は
減
っ
て

い
る
。
一
方
、
多
く
の
貧
困
層
は
、
生
活
の

必
要
に
迫
ら
れ
て
、
日
本
の
携
帯
電
話
に
さ

え
な
い
よ
う
な
送
金
機
能
の
付
い
た
携
帯
電

話
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
開
発
途
上
国
の
「
貧
困
」
の
姿
は
、

昔
と
今
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
貧
困
の
実
相

が
異
な
れ
ば
、
そ
れ
に
対
処
す
る
「
開
発
」

の
有
り
様
も
異
な
っ
て
当
然
で
あ
る
。

　

現
代
の
貧
困
と
は
何
か
、
現
代
の
開
発
と

は
何
か
、
と
い
っ
た
問
い
に
対
す
る
編
者
ら

の
見
方
を
、
本
書
に
込
め
た
つ
も
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
貧
困
・
開
発
の
視
角
が
い
つ
ま
で

通
用
す
る
の
か
、
見
極
め
て
い
き
た
い
。

（
や
ま
が
た　

た
つ
ふ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

国
際
交
流
・
研
修
室
）


